
NO.113（7） 日 高 市 議 会 だ よ り

水
道
料
金
の
減
免
制
度
に
つ
い
て

�

佐
藤
　
真

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
校
現
場
の

対
応
に
つ
い
て

�

金
子
　
博

一
般
質
問
の
要
旨

大谷沢農業集落排水施設

水道料金への支援を

問　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
水
道
料

金
の
減
免
制
度
は
、
家
計
の

支
援
と
し
て
一
定
の
効
果
が

あ
る
と
考
え
る
が
、
県
内
の

減
免
実
施
状
況
を
踏
ま
え
た

市
で
の
実
施
予
定
や
効
果
に

つ
い
て
の
見
解
は
。

答　

コ
ロ
ナ
禍
で
在
宅
時
間

が
増
え
、
水
道
使
用
量
が
増

加
し
て
い
る
家
庭
や
経
営
に

深
刻
な
打
撃
を
受
け
て
い
る

事
業
者
等
に
と
っ
て
一
定
の

効
果
が
あ
り
、
県
内
で
も
減

免
を
行
っ
た
団
体
が
多
く
あ

る
こ
と
も
承
知
し
て
い
る
が
、

厳
し
い
水
道
事
業
運
営
の
中

で
の
実
施
に
よ
っ
て
今
後
の

水
道
施
設
の
耐
震
化
や
更
新

に
遅
れ
が
生
じ
る
ほ
か
、
水

道
料
金
の
改
定
時
期
に
影
響

す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

水
道
事
業
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
公
衆
衛
生
の
要
で
あ
り
、

ま
た
、
自
然
災
害
な
ど
に
お

い
て
も
安
心
・
安
全
な
水
道

水
を
安
定
供
給
で
き
る
よ
う

努
め
る
こ
と
が
優
先
で
あ
る

と
考
え
、
減
免
は
、
現
時
点

で
は
行
わ
な
い
判
断
を
し
た
。

問　

減
免
制
度
を
含
め
、
水

道
料
金
に
関
す
る
市
民
へ
の

具
体
的
な
支
援
の
方
策
は
。

答　

水
道
料
金
の
支
払
い
が

一
時
的
に
困
難
と
な
っ
た
方

へ
は
、
支
払
い
猶
予
を
実
施

し
て
い
る
。
猶
予
の
申
出
に

は
条
件
を
設
け
ず
、
書
類
等

の
提
出
も
不
要
と
し
、
猶
予

期
間
は
設
け
な
い
等
、
相
談

内
容
に
応
じ
て
き
め
細
か
く

寄
り
添
っ
た
対
応
を
心
が
け

て
い
る
。
ま
た
、
画
一
的
な

給
水
停
止
措
置
は
行
わ
な
い

こ
と
と
し
て
い
る
。

　

�

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
使
っ
た
学

校
教
育
に
つ
い
て

問　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
家

庭
で
の
使
用
に
備
え
た
通
信

環
境
整
備
や
学
校
外
で
の
端

末
破
損
へ
の
対
応
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

多
く
の
家
庭
で
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ⅰ
環
境
が
整
っ
て
い
る
の

で
、
児
童
生
徒
が
適
切
に
学

習
で
き
る
取
り
組
み
を
検
討

す
る
。
な
お
、
学
校
外
で
の

破
損
に
つ
い
て
は
、
ル
ー
ル

に
反
す
る
行
為
や
悪
質
な
行

為
に
よ
る
も
の
は
、
有
償
修

理
や
弁
償
を
要
す
る
場
合
も

あ
る
旨
を
家
庭
に
伝
え
て
い

る
が
、
誤
っ
て
破
損
さ
せ
た

場
合
は
、
予
備
用
の
端
末
で

対
応
し
て
い
き
た
い
。

問　

電
子
教
材
の
授
業
に
お

け
る
送
信
な
ど
は
、
著
作
権

に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
。

答　

授
業
目
的
公
衆
送
信
補

償
金
制
度
の
活
用
を
進
め
て

い
る
。

問　

児
童
生
徒
や
教
職
員
が

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し

た
場
合
の
対
応
は
。

答　

児
童
生
徒
と
教
職
員
の

安
全
を
最
優
先
に
考
え
、
臨

時
下
校
や
臨
時
休
業
の
措
置

を
と
り
、
全
員
の
健
康
状
態

を
確
認
す
る
。
そ
の
後
、
保

健
所
と
連
携
し
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
対
象
者
の
有
無
を
判
断
す

る
。
感
染
が
確
認
さ
れ
た
場

合
は
、
該
当
者
等
の
出
席
停

止
措
置
を
と
り
、
感
染
拡
大

を
防
ぐ
。

問　

今
年
度
の
学
校
行
事
へ

の
対
応
は
。

答　

昨
年
度
は
、
修
学
旅
行

や
体
育
祭
な
ど
の
行
事
を
中

止
し
、
代
替
行
事
を
実
施
し

た
が
、
今
年
度
は
、
感
染
状

況
を
踏
ま
え
た
上
で
、
行
事

の
目
的
、
児
童
生
徒
の
心
情

等
を
大
切
に
し
、
感
染
症
対

策
や
保
護
者
の
十
分
な
理
解

を
得
る
な
ど
し
て
学
校
行
事

を
実
施
す
る
。

　

学
力
向
上
に
つ
い
て

問　

令
和
２
年
度
埼
玉
県
学

力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果

分
析
を
踏
ま
え
た
今
後
の
教

育
委
員
会
の
対
応
は
。

答　

結
果
は
、
県
平
均
正
答

率
を
下
回
っ
て
し
ま
っ
た
。

今
後
の
対
応
と
し
て
は
、
教

職
員
の
指
導
力
向
上
の
た
め
、

教
育
セ
ン
タ
ー
主
催
の
研
修

を
見
直
し
、
教
職
員
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
研
修
や
情
報
発

信
に
努
め
て
い
く
。
さ
ら
に
、

県
教
育
委
員
会
か
ら
指
導
主

事
を
講
師
に
招
き
、
県
と
一

体
と
な
っ
て
学
力
向
上
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

　

�

大
谷
沢
地
区
の
農
業
集
落

排
水
の
公
共
下
水
道
接
続

に
向
け
た
計
画
に
つ
い
て

問　

公
共
下
水
道
接
続
後
に

お
け
る
農
業
集
落
排
水
未
接

続
世
帯
の
受
け
入
れ
は
。

答　

公
共
下
水
道
へ
の
接
続

の
完
了
後
は
、
現
在
敷
設
さ

れ
て
い
る
汚
水
管
に
接
続
が

可
能
な
処
理
区
域
で
あ
れ
ば
、

新
規
受
け
入
れ
は
可
能
で
あ

る
。

　
�

大
谷
沢
地
区
に
隣
接
す
る

地
域
の
排
水
に
つ
い
て

問　

高
萩
南
部
地
区
の
生
活

排
水
を
公
共
下
水
道
に
接
続

す
る
見
通
し
は
。

答　

高
萩
南
部
地
区
は
、
都

市
計
画
上
は
、
市
街
化
調
整

区
域
で
あ
り
、
人
口
増
加
も

見
込
ま
れ
な
い
状
況
で
あ
る

た
め
、
個
人
及
び
企
業
の
生

活
排
水
は
、
公
共
下
水
道
処

理
で
は
な
く
、
合
併
処
理
浄

化
槽
に
よ
る
個
別
処
理
で
行

い
、
地
域
に
お
け
る
公
共
用

水
域
の
水
質
保
全
に
ご
協
力

願
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。


